
出版稲門会会報 018号 出版稲門会会報018号（1） （4）

　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
２
ヶ
月

間
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
）
客
員

教
授
と
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
滞

在
す
る
機
会
を
得
た
。
米
国
だ
け

で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス・イ
タ
リ
ア・

カ
ナ
ダ
・
中
国
な
ど
か
ら
留
学
し

て
き
た
受
講
生
た
ち
に
、
上
梓
し

た
ば
か
り
の
拙
著
『
川
端
康
成　

孤
独
を
駆
け
る
』（
岩
波
新
書
、

２
０
２
３
年
）
と
ロ
バ
ー
ト 

キ

ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
、
宗
像
和
重
さ
ん

と
編
集
し
た
『
東
京
百
年
物
語
』

全
３
巻
（
岩
波
文
庫
、
２
０
１
８

年
）の
第
２
巻
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

セ
ミ
ナ
ー
の
参
考
文
献
と
し
て
活

用
し
た
。
川
端
康
成
は
日
本
で
最

初
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し

た
作
家
で
あ
り
、
米
国
で
は
谷
崎

潤
一
郎
・
三
島
由
紀
夫
と
と
も
に

「
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
」
と
称
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
文
学
・

文
化
を
専
攻
す
る
大
学
院
生
た
ち

は
関
心
を
示
し
て
く
れ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
川
端
が
魅
力
的
な
装

幀
の
数
々
の
書
物
を
上
梓
し
、
そ

の
小
説
の
多
く
が
映
画
化
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

興
味
を
持
ち
、
ま
た
、
東
京
を
舞

台
と
す
る
小
説
に
も
心
惹
か
れ
た

よ
う
だ
。
メ
デ
ィ
ア
に
関
心
を
持

つ
大
学
院
生
た
ち
が
セ
ミ
ナ
ー
の

メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

文
庫
と
新
書
と
い
う
異
な
る
書
物

の
形
態
と
そ
の
文
化
的
な
特
色
に

つ
い
て
も
講
じ
た
。
岩
波
文
庫
が

ド
イ
ツ
の
レ
ク
ラ
ム
文
庫
、
岩
波

新
書
が
イ
ギ
リ
ス
の
ペ
リ
カ
ン
ブ

ッ
ク
ス
に
着
想
を
得
た
、
知
を
広

く
民
衆
に
届
け
る
書
物
で
あ
る
こ

と
を
話
す
と
、
日
本
文
学
・
文
化

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
す
大
学

き
、
８
月
の
１
ヶ
月
間
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
・
大
学
院
生

た
ち
と
と
も
に
日
本
の
文
学
・
文

化
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
で
あ

る
。
滞
在
中
は
、
研
究
室
で
共
同

研
究
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
大
学

院
生
の
研
究
指
導
を
す
る
日
々
を

送
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
図
書

館
と
同
様
に
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

▼
会
報
へ
の
ご
寄
稿
な
ら
び
に
総
会
で
の

ご
講
演
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
国
際

文
学
館
（
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
十

重
田
館
長
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
先
生

と
お
会
い
し
た
の
を
機
に
日
本
の
近
代
文

学
を
読
み
直
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
総
会
前
に
実
施
予
定
の
国
際
文
学
館

見
学
ツ
ア
ー
に
ご
尽
力
い
た
だ
け
る
大
前

事
務
長
に
も
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

�

（
北
口
克
彦
・
昭
56
政
経
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限
も
な
く
な

り
、
酷
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
間
は
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
本
だ
け
は
売
れ
て
い
な
い
。
家
族

の
事
情
で
ど
こ
に
も
行
け
な
か
っ
た
こ
の

夏
は
、
積
読
を
減
ら
そ
う
と
読
書
三
昧
。

だ
が
気
が
付
く
と
新
刊
を
買
い
足
し
、
本

は
減
ら
な
い
。
こ
ん
な
人
が
あ
と
数
万
人

位
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

（
富
永
靖
弘
・
昭
59
商
）

　
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
新
社

長
と
し
て
今
年
４
月
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ

の
度
、
出
版
稲
門
会
に
参
加
で
き
大
変
光
栄

で
す
。
私
は
大
学
で
物
理
学
を
専
攻
し
、
卒

業
後
は
大
日
本
印
刷
で
電
子
写
植
・
製
版
の

シ
ス
テ
ム
開
発
に
従
事
。
縁
あ
っ
て
２
０
１

４
年
か
ら
当
社
執
行
役
員
と
し
て
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
当
社
は
「
知
は
社
会
の
礎
で
あ
る
」
と
い

う
経
営
理
念
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ

る
丸
善
出
版
は
理
工
系
の
専
門
書
籍
の
出
版

を
、丸
善
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
、丸
善
雄
松
堂
、

図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
が
書
店
事
業
や
大

学
・
公
共
・
学
校
図
書
館
向
け
書
籍
販
売
及

び
運
営
受
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。
紙
の
出
版

市
場
が
縮
小
す
る
中
で
、
地
域
創
生
を
促
す

取
り
組
み
や
電
子
図
書
館
・
教
科
書
な
ど
新

た
な
事
業
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
出
版
市
場
は

１
９
９
６
年
の
ピ
ー
ク
か
ら
大
き
く
減
少
。

コ
ミ
ッ
ク
は
紙
の
減
少
に
対
し
電
子
が
急
増

し
、
新
た
な
Ｉ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
も
盛
ん
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
文
字
も
の
書
籍
で
は
紙
が
一

定
の
存
在
感
を
持
続
す
る
一
方
で
、
電
子
は

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
雑
誌
は
紙
と
電
子
の

両
方
で
大
き
く
占
有
率
が
低
下
し
て
い
ま

す
。

　
私
は
、
書
籍
や
コ
ミ
ッ
ク
は
著
作
者
の
知

識
や
努
力
の
成
果
を
発
表
す
る
媒
体
と
し

て
、
著
作
者
の
調
査
・
創
作
時
間
を
買
う
メ

デ
ィ
ア
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
読
者
は
そ
こ

か
ら
学
び
や
感
動
を
得
て
、
価
値
観
を
養
い

人
生
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

雑
誌
は
多
様
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
広
く

受
け
入
れ
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
担
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
重
要
で
あ

り
、
校
閲
の
な
い
ネ
ッ
ト
情
報
が
溢
れ
る
中

で
、
市
場
縮
小
に
懸
念
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ド
リ
ト
ル
先

生
シ
リ
ー
ズ
や
講
談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
、

歴
史
書
な
ど
が
私
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
音
楽
雑
誌
は
音
楽
愛
好
者
と
し
て
成

長
す
る
手
助
け
と
な
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌

な
ど
か
ら
も
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
経
験
か
ら
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
出
版
流
通

を
後
世
に
残
し
、
出
版
業
界
へ
の
恩
返
し
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
知
は
社
会
の
礎
で
あ
る
」
を

掲
げ
る
当
社
の
経
営
理
念
に
基
づ
き
、
出
版

業
界
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
、
自

身
も
成
長
し
て
恩
返
し
を
し
て
い
く
覚
悟
で

す
。
知
識
と
情
熱
が
つ
ま
っ
た
出
版
物
が
、

私
た
ち
の
社
会
を
豊
か
に
し
、
未
来
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

（
丸
善
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
・�

昭
61
大
学
院
理
工
学
研
究
科
）

院
生
た
ち
は
、
自
国
の
出
版
文
化

と
比
較
し
な
が
ら
思
索
し
、
理
解

を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え

る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
現
在

は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員

研
究
員
と
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
近
郊
の
パ
ロ
ア
ル
ト
に
滞
在

し
て
い
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
引
き
続

大
学
の
図
書
館
も
充
実
し
て
い

て
、
日
本
語
の
出
版
物
も
多
数
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
海
外
に
い
て
も

研
究
の
た
め
の
資
料
に
不
足
は
な

い
。
現
在
は
、
為
替
の
関
係
で
日

本
の
書
籍
は
と
て
も
安
価
で
多
数

購
入
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
私
の
所
蔵
す
る
日
本
近
現
代

文
学
研
究
に
関
連
す
る
書
籍
の
多

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

出
版
流
通
を
後
世
に

五
味
英
隆
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▼
感
染
症
法
「
５
類
」
に
移
行
し
た
コ

ロ
ナ
。
公
表
さ
れ
る
感
染
者
数
は
全
数

か
ら
定
点
把
握
数
に
。
数
字
の
印
象
は

収
束
し
た
か
の
よ
う
だ
が
、
ま
る
で
迫

力
な
し
。
だ
が
、
感
染
は
未
だ
収
ま
ら

な
い
。
今
、
押
し
寄
せ
る
は
第
９
波
。

活
動
再
開
の
運
動
部
や
サ
ー
ク
ル
の
集

団
感
染
が
つ
づ
く
。
今
や
コ
ロ
ナ
と
共

生
す
る
時
代
だ
と
覚
悟
す
る
。

▼
夏
の
甲
子
園
。
慶
應
旋
風
で
１
０
７

年
ぶ
り
の
栄
冠
獲
得
。大
応
援
団
は「
陸

の
王
者
」
で
球
場
を
支
配
、
さ
ら
さ
ら

長
髪
の
「
美
白
王
子
」
丸
田
湊
斗
選
手

早
稲
田
界
隈

編
集
雑
記

く
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
図

書
館
に
寄
贈
し
、
海
外
の
研
究
者

た
ち
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
る
。

　
米
国
滞
在
の
目
的
は
、
次
世
代

の
日
本
文
学
・
文
化
の
研
究
者
を

育
成
す
る
た
め
で
あ
る
と
同
時

に
、
館
長
を
つ
と
め
る
早
稲
田
大

学
国
際
文
学
館
（
村
上
春
樹
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
）
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
で
も
あ
っ
た
。
柳
井
正
さ
ん
、

村
上
春
樹
さ
ん
、
隈
研
吾
さ
ん
の

多
大
な
ご
尽
力
に
よ
り
国
際
文
学

館
は
２
０
２
１
年
10
月
に
開
館

し
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
を

お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
大
学
院
生
や
教
授
た
ち
に
も
国

際
文
学
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
、
館
の
魅
力
に
つ
い

て
話
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ａ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い

た
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
大

学
院
生
が
来
日
し
、
文
学
館
を
訪

ね
て
き
て
く
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
国
内
外
の
多
く

の
方
々
が
訪
れ
た
い
と
思
う
よ
う

な
、
国
際
的
・
民
衆
的
な
文
学
館

を
目
指
し
、
日
本
文
学
・
文
化
と

文
学
館
の
魅
力
を
広
く
国
内
外
に

伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

（
文
学
学
術
院
教
授
・
国
際
文
学
館
館
長
・�

昭
62
一
文
）

の
人
気
が
沸
騰
し
た
。
17
年
前
、
早
実

の「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」斎
藤
佑
樹
氏（
平

23
教
）
が
人
気
を
独
占
、「
紺
碧
の
空
」

が
轟
き
、「
早
稲
田
の
栄
光
」
を
聴
い

た
の
が
懐
か
し
い
。

▼
優
勝
メ
ン
バ
ー
３
年
生
は
内
部
進
学

し
て
慶
大
野
球
部
に
加
わ
る
は
ず
だ
。

早
慶
戦
で
相
ま
み
え
る
早
大
野
球
部

は
、早
速
、優
勝
を
祝
福
し
喝
采
の
エ
ー

ル
を
贈
っ
た
と
い
う
。〝
特
異
友
好
〟

の
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
。
ち
ょ
い
と
、
い

い
話
で
は
な
い
か
。

▼
早
稲
田
は
何
で
も
あ
り
の
大
学
で
多

様
性
を
尊
ぶ
。
だ
け
れ
ど
、
こ
ん
な
醜

態
は
ま
ず
い
だ
ろ
う
。
大
学
院
の
Ｗ
教

授
が
７
年
前
に
入
学
し
た
女
子
学
生
に
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学而時習之

「
俺
の
女
に
し
て
や
る
」
な
ど
と
迫
る

セ
ク
ハ
ラ
事
件
の
こ
と
だ
。
地
裁
に
訴

え
ら
れ
て
事
が
発
覚
す
る
。
な
ん
と
こ

の
男
、
文
学
界
で
は
名
だ
た
る
文
芸
評

論
家
で
も
あ
っ
た
。

▼
今
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
活
躍

す
る
松
尾
潔
氏
（
平
２
文
）
も
在
学
時
、

Ｗ
に
ひ
ど
い
暴
言
を
浴
び
せ
ら
れ
た
と

知
る
。
地
裁
判
決
は
今
年
、
Ｗ
だ
け
で

な
く
大
学
側
に
も
賠
償
金
支
払
い
を
求

め
た
。
発
覚
後
も
Ｗ
を
庇
い
立
て
す
る

教
官
が
い
た
ら
し
い
。
残
念
で
は
な
い

か
。
そ
の
時
す
で
に
Ｗ
は
解
雇
さ
れ
て

い
た
。

（
圖
師
尚
幸・元 

六
耀
社 

ほ
る
ぷ
出
版
社
長・

昭
43
法
）

海
外
で
日
本
文
学
・
文
化
と

文
学
館
の
魅
力
を
伝
え
る

十
重
田 

裕
一
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皆
様
、
２
０
２
４
年
の
お
正
月
の

ご
予
定
は
、
す
で
に
お
決
ま
り
で
し

ょ
う
か
。
我
が
家
の
場
合
は
毎
年
、

１
月
２
日
・
３
日
＝
箱
根
駅
伝
。
朝

か
ら
母
校
愛
に
目
覚
め
、
実
家
を
含

め
、
家
族
中
で
、
箱
根
駅
伝
の
応
援

で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
私
は
、
横
浜
出
身
。
花
の
２
区
、

権
太
坂
に
位
置
す
る
高
校
に
通
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
箱
根
駅
伝
は
大

学
入
学
前
か
ら
身
近
な
存
在
。
テ
レ

ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
保
土
ヶ
谷
か
ら

権
太
坂
に
至
る
道
は
、
ま
さ
に
懐
か

し
の
通
学
路
。
そ
し
て
大
学
在
学
時

に
は
、
早
稲
田
の
優
勝
（
１
９
９
３

年
／
当
時
、
２
区
の
権
太
坂
を
走
っ

た
の
は
、
そ
の
後
、
早
稲
田
の
競
走

部
駅
伝
監
督
を
務
め
、
箱
根
駅
伝
の

テ
レ
ビ
解
説
で
も
お
馴
染
み
の
渡
辺

康
幸
さ
ん
）
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
応

援
に
は
ま
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
次
回
の
箱
根
駅
伝
は
、
第
１
０
０

回
記
念
大
会
。
例
年
よ
り
３
枠
多
い

23
校
で
、
関
東
以
外
の
大
学
に
も
門

戸
を
開
く
形
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

沿
道
で
の
応
援
自
粛
要
請
も
あ
り
、

テ
レ
ビ
観
戦
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

以
前
は
、
し
ば
し
ば
実
家
近
く
の
沿

道
で
応
援
。

　
沿
道
で
は
、
中
継
ヘ
リ
の
音
が
響

い
て
く
る
と
、「
そ
ろ
そ
ろ
来
る
ね
」

と
な
り
、
続
い
て
、
大
会
運
営
車
や

中
継
車
の
姿
が
見
え
出
す
と
、
各
大

　
会
報
へ
の
寄
稿
を
仰
せ
つ
か
り
、

さ
て
何
を
書
い
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う

と
考
え
て
み
る
と
、
頭
に
思
い
浮
か

ん
で
く
る
の
は
仲
間
た
ち
と
の
ワ
セ

メ
シ
や
バ
バ
メ
シ
（
？
）
の
記
憶
。

　
私
は
早
稲
田
実
業
学
校
高
等
部
出

身
で
、
高
校
時
代
か
ら
「
都
の
西
北

早
稲
田
の
杜
に
」
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
高
校
の
応
援

委
員
会
の
同
期
た
ち
と
通
っ
た
の
は

「
メ
ル
シ
ー
」「
わ
せ
だ
の
弁
当
屋（
わ

せ
弁
）」。
未
だ
に
猛
烈
に
食
べ
た
く

屋
た
ち
を
は
し
ご
し
て
深
夜
の
大
隈

講
堂
前
で
横
に
な
っ
た
の
は
と
て
も

良
い
思
い
出
で
す
。

　
日
販
に
も
多
く
の
稲
門
の
仲
間
が

お
り
ま
す
。「
日
販
稲
門
会
」
と
称

し
て
毎
年
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
開
催
で
き
ず
に
お

り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
と
思
い
、

幹
事
を
務
め
て
く
れ
て
い
た
後
輩
に

打
診
を
し
た
ら
「
ぜ
ひ
や
り
た
い
」

と
の
こ
と
。
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
の
学

生
生
活
を
送
っ
て
き
た
若
手
社
員
も

交
え
て
、
今
年
は
稲
門
の
絆
を
再
確

認
す
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
会
報
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
と
も
「
稲
門
の
仲
間
」

と
し
て
交
歓
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
み
ん
な
で
「
い

ざ
声
そ
ろ
え
て
、
空
も
と
ど
ろ
に
」

校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
ょ
う
！

（
日
本
出
版
販
売
Ｃ
Ｖ
Ｓ
部
Ｍ
Ｄ・推
進
チ
ー
ム
係
長・

平
15
法
）

　
こ
の
６
年
で
、
３
回
自
転
車
で
転

倒
し
た
。
１
回
は
あ
ば
ら
を
折
り
、

も
う
２
回
は
同
様
に
前
歯
が
折
れ
、

目
の
周
り
と
腕
に
は
っ
き
り
と
傷
を

残
し
た
。
そ
の
た
め
、
写
真
の
よ
う

に
今
は
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
大
げ

さ
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い

る
。
こ
の
10
月
で
40
歳
。
先
輩
達
に

言
わ
せ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
。

し
か
し
毎
日
自
転
車
で
通
学
し
て
い

た
大
学
時
代
は
一
度
も
怪
我
を
し
な

か
っ
た
。
当
た
り
前
だ
が
、
年
を
取

っ
た
の
だ
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
下
の
髪

は
う
す
く
な
っ
て
、
も
う
な
い
。

　
今
の
自
分
は
、
大
学
生
の
と
き
と

は
違
う
。
で
も
、
明
ら
か
に
そ
の
延

長
上
に
あ
る
。

　
新
星
出
版
社
か
ら
筑
摩
書
房
に
転

職
し
て
10
年
。
新
書
を
８
年
作
っ
た

後
、
一
昨
年
か
ら
文
庫
編
集
部
に
移

っ
た
。
新
書
の
時
は
薬
物
依
存
症
、

教
育
格
差
、
香
港
の
抵
抗
運
動
、
中

東
・
イ
ス
ラ
ム
へ
の
誤
解
…
…
重
要

と
思
う
テ
ー
マ
の
本
を
社
会
に
向
け

て
投
げ
こ
む
仕
事
が
多
か
っ
た
。
と

学
の
応
援
団
が
盛
り
上
が
り
は
じ
め

ま
す
が
、
選
手
が
通
り
過
ぎ
る
の
は

本
当
に
一
瞬
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
は

毎
回
、
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
選
手
が
来
る
ま
で
は
、
早
稲
田
の

順
位
や
、
子
ど
も
の
大
学
の
順
位
ば

か
り
が
気
に
な
る
の
に
（
こ
ま
め
に

ス
マ
ホ
で
チ
ェ
ッ
ク
）、
各
大
学
の

選
手
が
姿
を
現
し
は
じ
め
、そ
し
て
、

そ
の
ひ
た
む
き
な
走
り
を
目
の
前
に

し
て
し
ま
う
と
、
も
う
「
ど
こ
の
大

学
」
と
い
っ
た
意
識
は
な
く
な
り
、

通
り
過
ぎ
る
選
手
全
員
を
「
が
ん
ば

れ
ー
」
と
応
援
。
沿
道
に
は
爽
や
か

な
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
来
た
る
第
１
０
０
回
記
念
大
会
、

早
稲
田
は
、
す
で
に
シ
ー
ド
枠
で
の

出
場
権
を
獲
得
済
。
久
々
に
沿
道
で

の
応
援
を
楽
し
む
つ
も
り
で
す
。
沿

道
の
賑
わ
い
、
そ
し
て
、
選
手
が
駆

け
抜
け
て
い
く
姿
が
楽
し
み
で
す
。

（
ト
ー
ハ
ン
執
行
役
員
・
平
６
教
育
）

な
る
、
私
の
血
と
肉
で
す
。

　
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
野
球
の
授

業
で
一
緒
に
な
っ
た
仲
間
と
「
が
ん

こ
ラ
ー
メ
ン
」
に
通
い
、
三
国
志
研

究
会
の
仲
間
と
は
「
芳
葉
」、「
ま
ほ

う
つ
か
い
の
で
し
」
に
も
よ
く
行
き

ま
し
た
。
日
本
酒
好
き
に
な
っ
た
の

も
大
学
の
仲
間
と
行
っ
た
「
酒
洛

高
田
馬
場
」
だ
し
、
ゼ
ミ
の
仲
間
と

「
珍
味
」
に
も
行
っ
た
な
あ
…
…
。

　
い
く
つ
か
の
お
店
は
閉
店
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
早
稲
田

を「
心
の
ふ
る
さ
と
わ
れ
ら
が
母
校
」

と
思
う
の
は
、
そ
の
時
々
の
仲
間
た

ち
と
は
未
だ
に
交
流
が
あ
っ
て
、
食

事
を
し
た
り
、
飲
ん
だ
り
し
て
盛
り

上
が
る
、
と
い
う
こ
と
。「
集
ま
り

散
じ
て
人
は
変
わ
れ
ど
、
仰
ぐ
は
同

じ
き
理
想
の
光
」
と
は
早
稲
田
大
学

校
歌
の
な
か
で
も
白
眉
の
名
フ
レ
ー

ズ
で
す
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
し
ば

ら
く
し
て
友
人
と
早
稲
田
の
名
居
酒

来
年
は
、 

第
１００
回
記
念
大
会

優
勝
が 

見
た
か
っ
た

大
学
時
代
の
遺
産
が 

食
い
扶
持

集
ま
り
散
じ
て 

人
は
変
わ
れ
ど

　
大
学
か
ら
徒
歩
圏
内
の
会
社
に
勤

め
て
35
年
、
大
学
に
は
１
回
し
か
入

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
新

書
は
じ
め
書
籍
は
数
十
冊
作
り
ま
し

た
が
、
著
者
に
早
大
の
先
生
や
Ｏ
Ｂ

は
皆
無
。
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
時
代
に
は

竹
下
、
小
渕
、
森
、
野
田
元
首
相
を

ず
っ
と
苛
立
た
せ
て
き
ま
し
た
。
寄

付
は
も
ち
ろ
ん
し
て
い
な
い
し
、
早

大
ク
レ
カ
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
稲

門
会
関
係
の
活
動
も
せ
ず
、
本
欄
に

書
く
資
格
な
ど
本
来
何
も
な
い
人
間

で
す
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
早
稲
田
愛
の
薄
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？　
在

学
し
て
い
た
４
年
間
、
野
球
部
も
ラ

グ
ビ
ー
部
も
優
勝
に
無
縁
だ
っ
た
こ

と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
入
学
前
年
の
82
年
秋
に
は
エ
ー
ス

小
暮
で
野
球
部
が
優
勝
。
ラ
グ
ビ
ー

が
日
本
一
に
な
る
の
は
卒
業
直
後
、

藤
掛
、
堀
越
、
今
泉
の
１
年
生
ト
リ

オ
が
大
活
躍
し
た
87
年
シ
ー
ズ
ン
で

し
た
。
在
学
中
は
慶
應
を
応
援
す
る

ほ
う
が
幸
せ
だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
私
が
な
ぜ
こ
の
原
稿
を
書

こ
う
と
思
っ
た
の
か
？　
私
と
同
じ

講
談
社
広
報
室
に
い
た
３
学
年
下
の

Ｈ
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
学
生
時
代

は
「
ク
イ
ズ
研
究
会
」
で
Ｔ
Ｖ
に
出

ま
く
り
、
入
社
後
は
週
刊
誌
や
グ
ル

メ
誌
で
大
活
躍
し
な
が
ら
、
神
宮
球

場
に
通
い
、
特
に
斎
藤
佑
樹
を
溺
愛

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ル
キ
ス
ト
と

し
て
国
際
文
学
館
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

全
制
覇
、
今
年
の
春
は
、
村
上
さ
ん

の
新
作
を
10
冊
も
購
入
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
フ
ロ
リ
ダ
で
Ｗ
Ｂ
Ｃ
観
戦

か
ら
帰
国
後
に
体
調
を
崩
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
Ｇ
Ｗ
前
に
帰
ら
ぬ
人
に

な
っ
た
の
で
す
。
社
内
で
愛
さ
れ
た

Ｈ
さ
ん
の
葬
儀
に
は
３
分
の
２
以
上

の
社
員
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　
デ
ス
ク
周
り
の
遺
品
を
整
理
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
各
地
の
稲
門
会
関
係

者
か
ら
の
手
紙
や
写
真
が
多
数
出
て

き
ま
し
た
。
Ｈ
さ
ん
は
全
国
の
中
高

生
の
講
談
社
見
学
を
ア
テ
ン
ド
す
る

仕
事
に
稲
門
会
と
の
縁
も
活
か
し
、

稲
門
会
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
私
費
で
協

力
す
る
こ
と
な
ど
も
秘
か
に
続
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
各
地
の
稲
門
会
と

の
心
温
ま
る
や
り
取
り
が
遺
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
早
稲
田
愛
に
あ
ふ
れ
た
Ｈ
さ
ん
の

稲
門
会
活
動
の
ご
く
一
部
で
も
引
き

継
ご
う
と
考
え
る
次
第
で
す
！
（
ち

な
み
に
94
年
か
ら
98
年
も
野
球
も
ラ

グ
ビ
ー
も
優
勝
し
て
い
ま
せ
ん
。
私

の
早
稲
田
愛
不
足
の
根
拠
は
薄
弱
で

し
た
）�

（
講
談
社
広
報
室
長
・
昭
62
政
経
）

　
は
じ
め
て
一
人
暮
ら
し
を
し
た
中

落
合
の
下
宿
ア
パ
ー
ト
の
二
軒
隣
の

家
の
玄
関
前
に
は
、
ふ
て
ぶ
て
し
く

佇
む
シ
ロ
ク
ロ
の
猫
が
し
ゃ
が
ん
で

い
た
。
頭
を
撫
で
て
も
ピ
ク
リ
と
も

し
な
い
。
嫌
が
る
わ
け
で
も
な
い
。

お
前
に
頭
を
触
ら
せ
て
や
っ
て
い

る
、
自
分
は
全
然
気
に
し
て
な
い
け

ど
と
い
っ
た
風
で
あ
る
。
こ
れ
が
テ

レ
ビ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
見
て
い
た

あ
の
有
名
な
猫
ち
ゃ
ん
「
菊
千
代
」

か
。
だ
っ
て
そ
の
家
は
、
赤
塚
不
二

夫
の
自
宅
兼
事
務
所
な
の
だ
か
ら
。

　
夕
方
に
な
る
と
、
バ
カ
ボ
ン
の
パ

パ
み
た
い
な
格
好
で
洗
面
器
を
小
脇

に
抱
え
、
妙
正
寺
川
を
渡
っ
て
踏
切

向
こ
う
の
銭
湯
に
お
出
か
け
に
な
る

赤
塚
先
生
の
お
姿
を
よ
く
見
か
け
た

（
編
集
者
か
娘
さ
ん
か
、
時
に
は
、

綺
麗
な
女
性
と
連
れ
立
っ
て
）。
な

の
で
、
昨
年
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
海
賊

版
『
転
載
は
バ
カ
ボ
ン
』
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
で
バ
カ
ボ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
と
き

は
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の
赤
塚
邸
も
老

朽
化
で
今
年
取
り
壊
し
に
な
る
と
い

う
。

　
今
年
は
３
月
に
、
恩
師
の
島
田
陽

一
先
生
が
早
稲
田
を
定
年
退
職
さ
れ

た
。
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
部
長
や
、
早

稲
田
大
学
出
版
部
の
社
長
、
副
総
長

等
を
歴
任
し
、
総
長
選
で
現
総
長
に

惜
し
く
も
敗
れ
た
。
現
在
は
「
な
ん

ち
ゃ
っ
て
弁
護
士
」（
本
人
談
）
を

さ
れ
て
い
る
。

　
自
分
は
島
田
ゼ
ミ
の
１
期
生
な
の

だ
が
、
い
ま
だ
に
先
生
か
ら
全
ゼ
ミ

卒
業
生
の
前
で
も
言
わ
れ
る
の
が
、

お
前
は
同
志
社
と
の
合
同
ゼ
ミ
合
宿

の
際
、
べ
ろ
ん
べ
ろ
ん
に
酔
っ
て
行

方
不
明
と
な
り
、
両
大
学
で
山
狩
り

ま
で
し
て
探
し
ま
わ
っ
た
ん
だ
ぞ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
振
ら
れ
て
ひ
ど

く
管
を
巻
い
て
い
た
と
か
で
、
そ
う

い
う
状
態
な
の
で
当
該
記
憶
は
ほ
ぼ

な
い
の
だ
が
、
空
き
部
屋
で
ガ
ー
ガ

ー
鼾
を
か
い
て
寝
て
い
た
そ
う
だ
。

　
ゼ
ミ
卒
業
生
は
法
曹
関
係
や
有
名

企
業
も
多
い
な
か
、
分
か
り
に
く
い

業
務
の
た
め
か
、
何
度
説
明
し
て
も

先
生
か
ら
は
「
お
前
い
ま
何
や
っ
て

ん
だ
っ
け
？
」
と
聞
か
れ
る
。
自
分

で
も
こ
ん
な
仕
事
が
世
に
あ
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
が
、
本
が
好
き
で
辿

り
着
い
た
。
近
頃
は
、
読
書
と
酒
を

飲
ん
で
い
る
時
間
と
、
ど
ち
ら
が
長

い
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
聞
こ
え
て

く
る
内
な
る
声
は
、「
こ
れ
で
い
い

の
だ
！
」。

（
日
本
書
籍
出
版
協
会
事
務
局
長
・
平
10
法
）

こ
ろ
が
文
庫
は
全
然
勝
手
が
違
っ

た
。
主
に
品
切
れ
の
小
説
や
エ
ッ
セ

イ
の
良
書
を
探
し
て
復
刊
す
る
、
と

い
う
仕
事
だ
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
仕
事
の
多
く
が
、
学
生
の
時

の
読
書
の
延
長
に
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
翻
訳
者
の
藤
本
和
子
さ
ん
の
エ
ッ

セ
イ『
ブ
ル
ー
ス
だ
っ
て
た
だ
の
唄
』

『
イ
リ
ノ
イ
遠
景
近
景
』
を
復
刊
し

た
が
、
そ
れ
は
大
学
生
の
時
に
友
人

Ｍ
に
教
え
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
作
家

ブ
ロ
ー
テ
ィ
ガ
ン
の
藤
本
さ
ん
に
よ

る
訳
を
読
ん
だ
こ
と
が
起
点
に
あ
っ

た
。
小
沢
信
男
さ
ん
の
65
年
分
の
仕

事
か
ら
作
品
を
選
ん
だ
『
ぼ
く
の
東

京
全
集
』
も
学
生
の
時
に
Ｍ
に
教
え

ら
れ
た
『
東
京
骨
灰
紀
行
』
が
ス
タ

ー
ト
だ
し
、
ブ
レ
ー
ズ
・
サ
ン
ド
ラ

ー
ル
、
管
啓
次
郎
さ
ん
、
山
崎
佳
代

子
さ
ん
、
柴
崎
友
香
さ
ん
な
ど
文
庫

を
作
っ
た
著
者
の
多
く
が
、
学
生
の

と
き
に
作
品
を
読
み
、
感
銘
を
受
け

た
人
だ
っ
た
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
気
の
赴
く
ま
ま

存
分
に
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
学

生
の
時
の
遺
産
で
食
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
こ
の
先
も
続
く
。
大

学
生
ま
で
本
を
読
む
習
慣
が
な
か
っ

た
自
分
が
こ
う
し
て
仕
事
を
で
き
て

い
る
の
は
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ

た
大
学
の
友
人
や
先
生
た
ち
の
お
か

げ
な
の
だ
。
文
庫
を
１
冊
出
す
た
び

に
、
そ
の
出
会
い
に
感
謝
す
る
。

（
筑
摩
書
房 

ち
く
ま
文
庫
編
集
部
編
集
長
・�

平
18
教
育
）

天
野
美
生

木
所
隆
介

河
内　
卓

田
中
正
裕

都
の
西
北
、 

早
稲
田
の
隣

川
又
民
男


